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ニューヨークにおける幼児教育および保育の現状視察
石　川　正　子・大　塚　健　樹
1. はじめに
　わが国で起こった 2011 年 3 月 11 日の東日本
大震災の体験は、3 年を経過した後も人々の心
に大きな爪痕を残した。復興庁は、平成 25 年
11 月当初約 47 万人に上った避難者は約 28 万
人となり、そのほとんどが仮設住宅等に入居
し、平成 26 年 2 月には、東日本大震災に伴う
全国の避難者が 2 月 13 日時点で 26 万 7419 人
になったと発表した。このような物質的な復興
に目が向けられる一方、長期化する避難生活を
余議なくされている方々の心のケアやサポート
が行き届いていないなど、顕在化している諸問
題が残されているといっても過言ではない。と
くに被災地における子どもを取り巻く諸問題
は、時間の経過とともに深刻化してきている。
子ども達の心の傷は 3 年の月日を経て、ようや
く表面に表れてきた。子ども達は、未曾有の大
震災と言われ、想像を絶するような過酷な体験
をしたことにより、今後の成長や発達に大きな
障害となると考えられることから、特別な配慮
が必要となってくる。すでに、暴力や引きこも
りや PTSD など子どもの成長発達に関するこ
とが、浮き彫りになってきている。さらに、保
護者の精神的負担、保育現場における保育士の
ストレスや保育士不足などの課題もあり、被災
者の復興への道のりは長く、長期的なケアが必
要となってくる。
　そこで、保育者養成校としての役割を果たす
ためにも、被災地の子どもや保護者への支援と
して、人材の育成や子育て支援を継続的に長期
的に行う必要がある。今回 2001 年 9 月 11 日に
アメリカのニューヨークで起きた同時多発テロ
事件でも、多くの子ども達が、心のケアを必要
としたことをふまえ、今後の子どもおよび保護
者や保育者へのケアを構築していくうえで、同
時多発テロ事件後の子どもの心のケアについて
参考にしたいと考え、ニューヨーク州の幼児お
よび保育施設を視察したのでここに報告する。
2. ニューヨーク州について
　ニューヨーク市はアメリカ合衆国北東部の大
西洋に面し、市はブロンクス、ブルックリン、
マンハッタン、クイーンズ、スタテンアイラン
ドという 5 つの行政区に分けられる。2010 年
の国勢調査における市域人口は 8,175,133 人を
数え、人口密度はアメリカ国内の主要都市の中
で 2 位である。ニューヨークは 1624 年にオラ
ンダ人の手によって交易場として築かれた町で
ある。この入植地は 16644 年までニューアムス
テルダムと呼ばれていたが、同年イギリス人の
支配が始まって現在の名称になった。
　ニューヨークの移民は、2011年にニューヨー
クの移民の割合が過去 100 年間で最高となり、
ニューヨーク市人口約 820 万人のうち、移民が
約 300 万人で約 37% が外国生まれの移民とな
る。出身地はドミニカ共和国約 38 万人、中国
約35万人、メキシコ約18.6万人である。ニュー
ヨーク州の人口のうち、白人は 67.6％、アフ
リカ系は 15.9％、アジア系 6.9％ 等となって
いる（これらのうち、ヒスパニック系は全体の
16.2％）。
3. ニューヨークの幼児教育
　幼児教育は、幼稚園（Preschool, Kindergarten）、
ヘッドスタート、保育園（Nursery School、
Daycare Center）等で行われている。2001 年
には、64 パーセントの三歳児から五歳児（39%
の三歳児、67% の四歳児、87% の五歳児）が、
幼児教育プログラムに参加している。その内、
半分以上（51.8%）は、全日制の幼児教育を受
けている。五歳児教育の幼稚園（Kindergarten）
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は、小学校に付属しているところが多く、就学
前の五歳児に幼児教育を行っている。
　ヘッドスタートは 1965 年から始まり、低所
得者世帯出身の子ども（3 歳児と 4 歳児）に、
必要な健康、教育、栄養等に関する社会的サー 
ビスを提供し、子どもの社会的、認識的発展を
高め、学校就学の準備をすることを目的として
いる。連邦政府から補助をもらっている公立、
私立の非営利団体がサービスを提供している。
4. Central Park East 1 Elementary
　Central Park East 1 Elementary は、日本の
4 歳から小学 5 年生にあたる子どもが入学して
いた。クラスは 1～2 クラスあり、教育内容は、
年齢によって対応していた。4～5 年生の 2 ク
ラスは、行き来自由になっており、バレーのレッ
スンなども授業の内容に組み込まれていた。
　4～5 歳のクラスでは、1 クラス 24 人（18 人
が 5 歳）の mix age のクラスとなっていて、
訪室時は、各々が絵を描いたり遊んでいたりし
ていた。その内の 2 人が物語を書いていると
説明され拝見すると、日本の絵日記的な内容
であった。ベーコンや目玉焼きを食べたこと
が、絵と文章で書かれていた。先生の中には、
Special teacher と言われる先生が存在し特別
支援が必要な子どもが 3 名在籍していて、それ
ぞれの子どもに先生がついていた。
　Meeting では、子どもに今日何をしたいかを
聞いて、自分で work time の schedule を決め
させていた。1 日の schedule は、日本と類似
している点もあったが、日本では活動のほとん
どを集団で行うのに対して、NY では集団での
活動の場面と個人での活動の場面がある。早期
より自立を主体とした教育によるものと推測さ
れた。
　Cooking の活動では、日本のオモチャの調理
器具を使用した遊びと異なり、食材や食器、冷
蔵庫、オーブン、ナイフまでも大人用を使用し、作
り方のプリントを参考にしながら cooking して
いた。日本のようにナイフを怪我や事故を防ぐ
ように加工されているように感じられなかった。
Cooking 用物品
小学生クラスのDAILY SCHEDULE　
4~5歳のクラスのDAILY SCHEDULE
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5. Ps49-The Willis Avenue School
　3 歳から小学 5 年生にあたる子どもが 700 人
入園しており、4～5 歳が 18 人のクラスを見学
させて頂いた。Lunch 中であり、menu は、食
パン 2 枚、ポテト、ミルクといった内容であっ
た。子ども達の中には、ピーナツやシーフード
のアレルギーの子がおり、喘息の子どもも多い
と説明があった。アレルギー対応は、アレルギー
の子が自分用の食べ物を持ってきている。食事
の後のゴミは、日本のような分別をせず、生ご
みも燃えるゴミやプラスチックなど、すべてを
ゴミ箱へ捨てていた。
　昼食後の午睡は、各自のベッドに、各自の
ジップロックに入ったシーツとタオルケットを
運び、シーツを敷いて、タオルケットを被った
形で靴を履いたまま休む。ベッドは、担架の足
を短くした感じの形をしたもので、靴を履かせ
たまま休ませていた。なぜ、靴を履かせたまま
休ませるのか質問をすると、靴をはかせるのが
大変なためであるという回答であった。
　教室の上に医務室があり、子どもに何かあっ
た場合、親を呼ぶことになっている。
　食べるのが遅い子は、廊下のテーブルに食事
を運び食べていた。食事後のトイレは、集団で
移動し、順番でトイレに入っていた。待ってい
る間、1人の先生は子ども達をトイレに誘導し、
もう 1 人の先生は絵本を見せながら座って歌を
歌い、子どもと一緒に順番を待っていた。
　災害訓練に関しては、年間、12 月までに 8
回の避難訓練がある。その内 4 回は、ベルが鳴
り、幼稚園の外に出る訓練である。幼稚園から
離れて、バンクストリートまで行くという避難
経路になっている。災害訓練の日程に関して
は、先生方にも知らされていない。幼稚園の先
生方全員が避難訓練のトレーニングに行くこと
になっており、幼稚園にコーチが避難訓練のト
レーニングに来ているとのことだった。
　不審者対策として、School の入口にガード
マンが常在しており、入室時入口でＩＤカード
（パスポート）を提示し、サイン帳に指名・大
学名を記入するといった管理をしていた。
　小学 2 年生の教室では、部屋にミニ図書館の
ように本が設置されており、図書室にも本が多
Cooking の準備風景
小学生クラスWORK TIMEの内容
4~5歳のクラスのWORK TIMEの内容
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くある。したがって、図書室には自由に行ける
わけではなく、日によってグループ毎に行ける
ようになっていた。教室は、英語、スペイン語
のバイリンガルの表示をしていた。授業風景は、
先生が棚に腰をかけ、テレビに映しだされた映
像を見ながら質問をしていた。子どもたちは、
それぞれ感じたことを、手を挙げて答えていた。
映像は、What is Summer? という題名の問題
で、4 人の男の子が山の上で手を挙げている映
像であった。（夕日を浴びているようで、服装は、
長袖の T シャツ）それを見ながら子どもたち
が答えていた。先生が、「今、何時だと思う」「雪
がないけど」「太陽が出ているけど」「外にでて
いるけど暖かい？」「コートもセーターも来て
いないけど」などを先生が質問して、子どもた
ちは、それぞれ考えたことを答えていた。映像
以外に、教科書も使用していた。
午睡の準備風景
子ども用の棚　 SCHEDULE
保育室風景 本棚
DAILY SCHEDULE
8：40   登園
   朝食を園で食べる。
   Morning meeting
   Ｌのレター勉強
   数を数える
   昼寝
   社会の勉強
15：00 退園
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6. Tompkins Hall Nursery
　Tompkins Hall Nursery は、乳児から 5 歳ま
での年齢が入所しており、遊び中心として、そ
こから学ぶという取り組みをしていた。安全確
保のため、2 歳の部屋では入室時や退室時に、
ドアに施錠をしていた。訪室した時間帯は、遊
びを通して子ども達が互いに関わるという取り
組みをしており、3 人トンカチでブロック模様
の段ボールを叩いていた。子どもたちの絵を描
く方法は日本と異なり、平面に画用紙を置いて
描くのではなく、壁に貼っている画用紙に、絵
を描くとい方法で絵を描いていた。絵具が下に
滴り落ち、床にもこぼれ落ちていたこともあっ
て、洋服の汚れ防止のエプロンをつけて描いて
いた。絵を描くときは目標を決めているが、そ
のプロセスを重要と考えられていた。例えば、
この色を混ぜたらどうなるかなどであった。
　Barnard College の大学 1 年生が Nursery に
ボランティアに来ていた。カリキュラムの一部
として手伝っているが、幼稚園の先生になろう
と思っていない学生であっても、ボランティア
の経験を通して、幼稚園の先生をめざすように
なる学生もいるとのことだった。
　Nursery は Columbia University のビルにあ
り、Columbia University の先生方が居住して
いるビルの一部を Nursery として使用してい
る。小さい子は NY の決まりで、3 階以下の場
所で保育することになっており、スペースも規
則で決められている。Columbia University で
は、様々な国の先生方が仕事をしていることか
ら様々な文化が存在している。したがって、親
が不安を感じないように入園時ツアーを組み、
Nursery の様子を見学し、Nursery のおおよそ
の保育状況を理解してから、入園できるような
取り組みを行っていた。
　Nursery では、子ども達に対して自分で何で
もできるように指導していた。例えば、クレヨ
ンを落とした場合、日本のようにクレヨンを
拾ってあげるのではなく、自分で拾うように指
導していた。また、様々な物にも触れる体験も
行っていた。例えば、年齢に応じてエプロン
をつけて水遊びを行わせたり、部屋の中に砂の
入った箱が置いてあり、砂遊びが自由にできる
ように工夫がされていた。9 月の入所の頃は砂
に慣れさせるために、砂の中に人形を入れて触
れることを促すようにしていた。
　入所時の園児 13 人中 7 人は、英語を話せな
い状態であったが、3 月現在は、英語が話せる
ようになっているなど、他の園より自立してい
ると説明される。
　Nursery には、science と art の部屋があり、
そこでは、オタマジャクシから、カエルにな
り、足が生えるということから死に至るまでを
学ぶ。水槽に入っているオタマジャクシは、コ
ロンビア大学の先生の寄付によるものであった
が、オタマジャクシは、白い色のものであった。
昆虫類に関しては、Department of Health and 
Human Services から指導があり、2 歳児の部
屋に置くことはできないとのことであった。
　Nursery は、Columbia University の先生方
の妻たちが立ち上げて出来た所であり、全員が
係を引き受けて運営している。例えば、1 年間
に 3 回の保育園のクリーニングは、職員と保護
者が一緒に行うなど、保護者の関わりによって
保育園は成り立っていると説明される。
　Nursery は、9 月からの入園である。2 歳未
満児から入園しており、下の年齢は 3 カ月くら
いからである。訪問時は、生後 6 週間の子ども
が入園していた。部屋は、一つの部屋に大きい
子と小さい子が mix で保育されていた。
　10 か月の子のオムツ交換の場面では、使い
捨て手袋を装着し、お尻拭きでお尻を拭いたの
ち、オムツを当てて、オムツを専用のゴミ箱に
捨てていた。各々のオムツには、名前が記載さ
れ、魚などかわいい模様のオムツが各々の場所
に整理されていた。先生方は、日本と同様に日
誌をつけており、保育した時間と内容が記載さ
れていた。例えば、0：00 wetという感じであっ
た。
　お弁当を、別室で食べていた子がいた。お弁
当の中身は、フルーツとパンとジュースだった
が、子どもは泣いて食べようとしなかった。し
ばらくしてから、その子の食事が気になり確認
すると、カラフルなリングのスナックが与えら
れていた。スナックは、泣かずに食べていた。
　保育室は 3 階以下にあったが、屋上に遊具や
砂場などがあった。ガーデンもあり、野菜など
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を植えて、成長する様子や枯れていく様子を
学ぶため、あえて枯れてもそのままにしてお
いてあった。例えば、パンプキンがどう変化
するか、そのままにしての pumpkin 一生をみ
せるといった感じである。野菜は、tomato、
cucumber、spinach、pumpkin などをプラン
ターに植えていた。作った野菜は、食べている。
ところどころに水を張った様々な大きさのバケ
ツをおいているため、文化の違いで、すぐ片づ
けないのかと思ってみていたが、どのように凍
るか見せているということであった。何気なく
置いているが、意味があって置いていると説明
される。階段を降りる時は、発達の早い子から
順番に名前を呼んで降ろし、自分の順番がくる
まで子どもたちは床に座って待っていた。最も
発達の遅い子が最後に先生と一緒に階段を下り
ていた。この日は、入園している男の子の誕生
日のため、母親がケーキを配っていた。そのケー
キは、黄色のクリームのカップケーキにカラー
スプレーのチョコがトッピングされていた。
7. Columbia Head Start Program
　Columbia Head Start Program では、特別
なプログラムを組んで、先生の心のケアを実
施している。心のケアは、上司が指導する形
をとっていた。子どもには、social worker が
consultant support を行い、Team Meeting を
行っている。supervisor、staﬀ 、social worker
とで、super vision している。2 週間に 1 回集
まり、特殊学級のcoordinateや、研修会を行なっ
ている。研修会では、セントラルパークに行っ
たり、ダンスや valentine’s に party を開いた
りしている。また、relaxation の program が
あり、セラピーやヨガ、呼吸法などを月1回行っ
ていた。仕事のストレス、生活のストレス、学
校のストレスなどがあり、NY で生きていくの
は、大変であると話していた。職員の mental 
healthcare は、staﬀ が交替で内部で care して
おり、男性の staﬀ は採用されていないとのこ
絵を描くところ
水槽に入っている白いオタマジャクシ
子どもの保育記録
ビルの上の園庭
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とだった。
　0～3 歳のクラスには石川が、4～5 歳のクラ
スには大塚が、各々入った。クラスに入ること
は、両親から事前に許可をもらっていたため、
受け入れがスムーズであった。0～3 歳のクラ
ス、スパニッシュ系が多く、夫婦 2 組、母子 3
組が参加していた。参加者全員で歌を歌い、先
生方が歌いながらパペットを使い、動物の鳴き
声などを真似していた。カードに歌詞が書いて
あり、家族の一部はカードを見ながら歌ってい
た。歌とともにダンスを行い、ダンスに合わせ
て足を踏み鳴らしていた。
　3～5 歳の部屋には、mental health therapy 
room が あ り、9：30～10：30 ま で、96 人 入
室できるようになっていた。1 週間に 1 回親
子で来ることになっており、それ以外は、
Columbia Head Start 側から家を訪問してい
る。1 日置きに分かれて自宅訪問を行い、先生
と母親をつなげている。低所得者への health 
coordinator をしており、出生以前の胎児の健
康を考え、健康な妊娠生活と出産後の家族の健
康を配慮し、乳児、幼児が新生児として順調
に発育していくことができるための支援してい
る。現在 100 人待ちの状態とのことであった。
　移住者の中には、低所得のため交通手段が
なく 250 km を 1 週間かけて移動してくる者も
いる。Columbia Head Start へは人づてで入っ
てきているとのことであった。Columbia Head 
Start へは、予防接種をしていないと入れない
が、保険に加入していないため、予防接種の
料金が高額でできない家族もいる。Columbia 
Head Start を利用している低所得者は、ワン
ベットルームに家族が住んでいて、地下鉄の乗
り方も理解できない。狭い所に住んでいるため
運動量が少なく、肥満の問題もでてきている。
肥満に関しては、栄養士が指導している。母親
は、英語を話すことができないため専業主婦を
している人が多く、父親は働いているので子育
ての協力を得ることができず、社会から孤立し
ていることが多い。ここで知り合い友達になっ
て、妊娠した時に子どもを見てもらったりして
いる。このような背景からうつ病が多く、親
の心の care や mental health を行っている。
Short program で、調理師資格を取得する者も
いるとのことであった。
　歯科受診は 3 歳まで保護し、3 歳以上は自分
で連れていくことになっている。歯医者に行
くのも怖くて、戸惑っている保護者もいる。
Head Start を通して、親も成長してくる。子
ども達は、家ではスペイン語、幼稚園では英語
とスペイン語を半々に使っているが、卒業する
までに英語が話せるようになっているとのこと
であった。先生はスペイン語と英語を使って指
導している。中近東の生徒やコリア、ベトナム、
パキスタン、日本、アフリカなどアジア系の子
どもも入っている。NY145 丁目には、ケニア、
エチオペアが多く、コリアも増えてきており、
ユダヤ人も多い。韓国には格差があるため、上
の階層に上がれないので移民してきている。
Head Start に入るには、この周辺に住まない
と入れないため、この地域に移住してくるので
ある。移住地域が変わると、program も needs
も変わってくるからである。
　Head Start では、資金を獲得するために 5
年に 1 回リニューアルしている。初期データ、
中期データ、後期データ、年 3 回データを出
している。program、school readiness を作る
のが大変であり、心の care だけの支援をどう
みせるかが、大変である。program の作り方
は、自由にできるため、子どもに関することだ
け取り組んでいる施設もある。Columbia Head 
Start は、自宅訪問も入れているため、特徴的
なプログラムである。
　Columbia Head Start のセキュリティに関し
ては、監視カメラと伴を使用しているので問題
ない。逆に訪問する時は、一人で訪問している
こともあって、訪問する時のセキュリティに気
をつけている。2 ベッドルームに 2～3 家族が
住んでいることもあるので、訪問する家族では
ない他の家族が出てきた時が危険である。しか
し、事前に訪問する日を連絡していることと、
親がこのプログラムが好きなので、訪問先の家
族が守ってくれている。訪問時、護衛するもの
は何も持たないで、携帯のみを持って行ってい
る。訪問に関しては、スケジュールをセンター
が把握しているので、何か会った場合、対処し
てくれるようになっている。Safety に関する
問題は、南京虫やネズミに対するトレーニング
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である。ベッドなどは、南京虫がいることが多
く汚れているので、プラスチックバッグをもっ
て行き、プラスチックバッグを敷いてから腰か
ける。ベッドを汚しては申しわけないからと、
断って敷いている。訪問から帰ってきてから、
訪問に使用した服を着替え、消毒をしている。
保護者が南京虫や頭シラミを持ってこないよう
にチェックもしている。訪問先家でネズミを見
かけたら、健康局に報告することになっている。
子どもを含め吐いたりするような症状があると
きは、訪問に来ないように連絡することにして
いる。
　虐待に関しては、虐待を見たりしたときは、
先生が report して対応するようトレーニング
していることと、日本のように通告している。
何かあった場合、先生は通告しなければならな
い義務があることを、親は知っている。虐待よ
り、DV が多い。DV を受けている母親に関し
ては、Head Start で子どもを産み、保護され
ている。移住者であっても、小さい子は守る
という方針とのことであった。DV に関するト
レーニングを 1 年に 1 回行なっている。移民の
人は、英語を話せないこともあり、夫に依存し
ていることから DV があってもシェルターに行
けない状態である。DV、虐待防止の他に、ア
ルコール中毒のトレーニングをしている。DV
のトレーニングの日程は、カレンダーに記録さ
れており、認識できるようになっている。以前
の保護者の中には DV のトレーニングに参加し
たくないという人もいたが、現在は参加するよ
うになってきている。
　NY では、子どもの前で飲酒することを禁止
している。しかし、言葉も通じず生活のため長
時間働いている父親にとって、飲酒しか楽しみ
が無いという状況の中で、アルコール中毒はデ
リケートな問題でもある。
Columbia Head Start への通路
Head Start での様子その１
頭にネットを被り、調理室見学
Head Start での様子その２
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8. Toddler center & Columbia University
　Toddler center では、児童心理学の研究を
している。12 人の子ども達が通っていて、2 人
の先生と 4～5 人の高校生が関わっていた。先
生は、高校生を nanny と呼んでいた。nanny
は子どもと近い存在として、nanny なりの行
動をしているとのことだった。 
　子ども達は教室で遊び、親は別の教室で親同
士の交流をしていた。Toddler center では、
子との分離、自我の目覚め、ケンカをどう上手
に諫めていくか等の子ども達の様子を one-way 
mirror から観察していた。子どもと親の三角
関係をどうするか、悩みを相談しながら care
をしているし、親との関わり、兄弟との関わり
を研究している。褒めて育てることによって、
自信ができて Self-esteem を育ってきている。
ケンカをしないように、オモチャは 2 つ以上揃
えておくなど工夫している。入園当初は伵みつ
きや暴力があるが、対処として、怒りに対して
オモチャを使って、気持ち表に出すようにして
いた。例えば、オモチャのトンカチを使用して、
木琴を叩くクッションを叩くなどの方法で、気
持ちを物にはきだすようにしていた。ケンカは、
できるだけ当人どうしで NO といえるまで解決
させ、先生は仲裁しないように、危険がない程
度見守っていた。
　one-way mirror で観察していると、感情の
激しい子がいた。下に兄弟ができたため、親を
取られたという感情が表出しているとのことで
あった。子どもの感情が爆発した時は、先生が
木琴やトンカチへと誘導していた。
　Toddler center でのトイレットトレーニン
グの場面を見学することができた。時間ととも
にオマルを用意して、一斉にお尻を出して座り、
先生が拭いてあげていた。
9. むすびにかえて
　NY の保育施設の視察では、文化の違いを感
じつつも日本の幼児教育・保育に活かせる部分
が多々あった。ケンカの仲裁に関しては、学生
にとって最も頭を悩ます部分でもあり、指導す
る側も苦慮する部分でもある。NY の視察を通
して、日本のケンカの仲裁に対する関わり方が、
子どもにとって best なのだろうか、子どもに
対して一人の人間として気持ちを聞いていただ
ろうか等と考えさせられた。近頃の日本では、
子どもを叱らない親または叱れない親がでてき
ている。Self-esteem を育てる取り組みと異な
り、様々な弊害をもたらしている。子どもを叱
らず育てるという言葉ばかりが先行してしまっ
て、本質的な部分が欠如してしまった結果では
ないかと考えられる。
　食事に関しては、日本では食育という観点か
ら様々な取り組みをしている。しかし、視察し
た保育施設ではシンプルな食事が多く、日本人
が考えるようなバランス良い食事を見ることが
できなかった。日本の食事が良い NY の食事が
良いという議論ではなく、食文化の違いやアレ
ルギーに関する考え方などが影響していると思
われる。
　NY 在住の日本人の方に、アメリカの子育て
について伺った。日本は、親の都合で子どもを
動かすことが多いが、子どもは人形ではない。
子どもにダメという言葉を使わないようにして
いる。触れてダメなものや危険なものは、隠し
たりしてダメという言葉を発しないようにして
いる。日本は、親が手をだして、子どもの争い
をなくそうとするが、NY は、自分で立って自
分で必要なものを取りに行くように育てる。こ
の行動が、将来に役立っていることや子どもの
絵に対する大人の評価や噛みつきに対してのエ
ピソード、親同士のつながりの大切さなどを話
してくださった。
　また、子どもへの関わり方として、日本の母
親は教えてほしいと考えると共に、自らも子ど
もを待たないで教えなければならないと考える
傾向にある。子どもは自立が一生であり、自立
できたら成長できると話してくださった。
　Toddler center では、ゲイの親をもつ子ど
ももいた。子どもに対するゲイの方の接し方を
見ていると、「母性とは」という事を改めて考
えさせられた。むしろ、非常にきめ細やかな愛
情を子どもに与えていたように見えた。
　Head Start での訪問時のセキュリティの問
題も、携帯電話を一つ携えて危険な場所に訪問
する心情を察すると恐怖感に苛まれそうである
が、staﬀ の方々の命がけともいえる活動に敬服
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した。
　災害訓練に関しては、日本のように「おはし
も」などの合言葉はなく、パニックに陥る危険
性があるからアメリカでは言葉を使わないし、
災害訓練の日程も先生方にも知らせていない。
幼稚園の先生方全員が、避難訓練のトレーニン
グをしているため突発的な訓練にも対応できて
いるということであろう。日本でも形式的な災
害訓練ではなく、あらゆることを想定した本格
的な訓練が必要と思われる。
　清潔に関して教育している石川の立場から、
靴を履いて午睡していることに驚いた。しかも、
セキュリティの問題ではなく、靴をはかせるこ
とが大変だからということが理由だった。　
　日本的な考え方で視察すると驚くことばかり
だが、保育も災害訓練にしても、柔軟に物事を
捉え、子どもの最善の利益や子どもの可能性を
のばしていくことが大切なのだと、改めて考え
させられた。
　視察した保育施設で、「津波、津波大丈夫か」
と遠慮がちに聞いてきた小学生がおり、3 年を
経過しても、東日本大震災がアメリカの子ども
達の記憶として存在していた。実際に、震災を
経験した被災地の子どもたちの記憶は、さらに
鮮明であり、発達への影響の大きさは計り知れ
ないと考える。
　2013 年に TOVAHP. KLEIN 博士が、アメリ
カ同時多発テロ後の子どもたちについて講演し
てくださった。現在の被災地の状況は、東日本
大震災後の子どもたちや大人たちの反応が、講
演のなかで示されたテロ後の子どもたちや大人
たちの反応と、同様の経過を辿ってきている。
これらの現状から、子どもたちや大人たちへの
サポートが重要となってくることは、言うまで
もない。
　ニューヨークにおける幼児教育および保育の
現状の視察は、震災後の子どもたちや大人たち
へのサポートしていくために、保育者養成校と
して質の高い保育者を養成していくことを再認
識したことと、コロンビア大学と共同でサポー
トシステムを構築していくうえでも、意味のあ
る視察であったと考える。
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